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本論文は序章と終章を含め全８章から成り、以下の章構成をとっている (本文 140 頁、図表 39 点、
引用・参考文献 186 点）。 
  序 章 研究の背景と目的および方法  
第１章 ハラスメントおよびハラスメント相談の概念整理と先行研究 
第２章 ハラスメント問題の構造に影響する大学コミュニティの特質  
第３章 大学コミュニティにおけるハラスメントの相談支援の現状と課題  
第４章 相談支援現場におけるハラスメント「加害者」の捉え直し  
第５章 加害者「支援」のためのソーシャルワーカーのアセスメントの方法   
第６章 大学コミュニティによる加害者の包摂に向けて   
終 章 結論 
本論文の構成は、大きく分けると前半部と後半部の 2 部に分けられている。前半部（第 1 章～第 3
章）では、大学コミュニティにおけるハラスメント問題および防止システムの全体像が論じられてい





















































































































2018 年 10 月 11 日の福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において、平野隆之、田中千枝子、
篠田道子の 3 名が審査委員に選出された。同年 12 月 13 日の同専攻会議において第 1 次審査の合格
を決定した。12 月 15 日の博士論文学位請求予定論の公開発表会を経て、2019 年 1 月 10 日の同専
攻会議において、博士学位授与審査の本審査の受理を確認し審査委員会が設置された。これまでの平
野、田中、篠田の 3 名の審査委員が継続するとともに、学外審査委員に須藤八千代愛知県立大学名誉
教授に依頼することを決定した。同年 2 月 7 日に学位授与審査委員会による論文審査と口述諮問が
実施された。終了後に審査委員会は、学外審査委員による結果に不合格の評価でない限りにおいて、



































































 本審査委員会は、学位申請者（中澤未美子）は、日本福祉大学学位規則第 12 条により、博士学位
（社会福祉学）を受けるにふさわしいものと判断し、合格と判定する。 
以上 
 
 
 
 
 
 
